
                             平成 20 年 5 月 14 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第５９回「地域の会」定例会資料 
 

 

 
前回（４／９）以降の動き 

＜公表関係＞  

◎不適合事象関係 

【その他】 

・ ４月２５日 制御盤の電源装置の位置ずれについて 
〔 プレス文 添付 〕 

 

◎その他発電所に係る情報 

・ ４月３０日 平成 19 年度決算について 
〔 プレス文 添付 〕 

 

＜新潟県中越沖地震関係＞ 

・ ４月１０日 柏崎刈羽原子力発電所７号機に関する新潟県中越沖地震後の設備健

全性に係る点検・評価計画書（改訂３）および中間とりまとめ報告

書の提出について 
〔 プレス文 添付 〕 

 

・ ４月１０日 当社原子力発電所における配管の構造強度評価結果の一部誤りにつ

いて 
〔 プレス文 添付 〕 

 

・ ４月１０日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：4月 10 日） 
〔 プレス文 添付 ※但し、別紙「4週間工程」は添付省略 〕 

 

・ ４月１４日 柏崎刈羽原子力発電所３号機、５号機に関する新潟県中越沖地震後

の設備健全性に係る点検・評価計画書の提出について 
〔 プレス文 添付 〕 

 

・ ４月１７日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：4月 17 日） 
〔 プレス文 添付 ※但し、別紙「4週間工程」は添付省略 〕 

 

・ ４月２４日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：4月 24 日） 
〔 プレス文 添付 ※但し、別紙「4週間工程」は添付省略 〕 

 

・ ４月３０日 当社原子力発電所における配管の構造強度評価結果の一部誤りに関

する再評価結果および原因と再発防止対策の報告について 
〔 プレス文 添付 〕 

 



 

・ ５月 ８日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：5月 8日） 
〔 プレス文 添付 〕 

 

・ ５月１２日 柏崎刈羽原子力発電所敷地周辺の地質・地質構造調査結果の中間報

告書の提出について 
〔 プレス文 添付 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 

区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 

区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 

その他  上記以外の不適合事象 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会への当社説明内容について 

 

・４月１１日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 中越沖地震に

おける原子力施設に関する調査・対策委員会 運営管理・設備健全性評価ワーキ

ンググループ 第８回設備健全性評価サブワーキンググループ 

・柏崎刈羽原子力発電所７号機 地震応答解析における配管系解析の修正

について

                   ・柏崎刈羽原子力発電所３号機・５号機・７号機 新潟県中越沖地震後の

設備健全性に係る点検・評価計画書について

 

・４月１８日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 耐震・構造設

計小委員会 第６回地震・津波、地質・地盤合同ワーキンググループ 
・柏崎刈羽原子力発電所敷地周辺海域の地質・地質構造

 

・４月１８日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 耐震・構造設

計小委員会 第 13 回構造ワーキンググループ 

・柏崎刈羽原子力発電所７号機 原子炉建屋の屋根トラス部に関する地震

応答解析結果について

 

・４月２８日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 耐震・構造設

計小委員会 第７回地震・津波、地質・地盤合同ワーキンググル

ープ 
・東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所敷地周辺海域の地質・地質構造

に関する補足説明 

・東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所敷地周辺陸域の地質・地質構造 

 

・５月１３日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 耐震・構造設

計小委員会 第８回地震・津波、地質・地盤合同ワーキンググル

ープ 

・東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所 敷地周辺の地質・地質構造に

係わる補足説明

・東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所 新潟県中越沖地震の地震規模

に係わる補足説明

 

 

◎新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会への当社説明内容について 

 

・４月２１日 地震・地質・地盤に関する小委員会（第３回） 
         ・柏崎刈羽原子力発電所周辺の地質調査結果について 

 

・４月２４日 設備健全性、耐震安全性に関する小委員会（第２回） 
           ・柏崎刈羽原子力発電所７号機 中越沖地震後の設備健全性に係る点検・ 

評価に関する中間とりまとめ（報告書）について 

 

・５月１２日 設備健全性、耐震安全性に関する小委員会（第３回） 
         ・第１回、第２回の質疑への回答について 

以 上 
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平成 20 年４月 25 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：その他 

号機 ４号機 

件名 制御盤の電源装置の位置ずれについて 

不適合の 

概要 

（事象概要） 

 定期検査中の４号機において、本日、中央制御室内にある平均出力領域モニタ＊１の制

御盤内部を点検していたところ、当該モニタに関する電源装置の１つ（カセット式：高

さ約 11cm、幅約６cm、奥行き約 13cm）が、正規の位置から取り出し方向に数cmずれてい

ることを確認しました。 

 また、制御棒引抜監視装置＊２の制御盤内部も点検したところ、同様に２つの電源装置

（カセット式：高さ約 11cm、幅約６cm、奥行き約 13cm）が、正規の位置から取り出し方

向に数cmずれていることを確認しました。 

 

（事象の影響） 

 当該電源装置は、制御盤のランプ表示等に使用しているものであり、平均出力領域モ

ニタおよび制御棒引抜監視装置の機能に問題はなく、原子炉の安全性に影響を及ぼすも

のではありません。また、中越沖地震による原子炉自動停止以降、平均出力領域モニタ

および制御棒引抜監視装置に対する機能の要求はありません。 

 その後、他号機の制御盤について点検した結果、同様の事象が発生していないことを

確認しました。 

また、当該電源装置を正規の位置に戻し、電源装置が正常に作動することを確認しま

した。 

 

＊１ 平均出力領域モニタ 

    原子炉内の中性子量を計測する装置の一つで、原子炉の通常運転中に原子炉出力状態を測定す

る。 

＊２ 制御棒引抜監視装置 

    原子炉出力が 30％以上ある状態において、制御棒の引き抜き時に使用するインターロックの一

つであり、必要な条件が満たされない場合には制御棒が引き抜けないようにする装置。 
 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告 

■ 法令報告不要 安全上重要な機器等 ／ その他設備 

□ 調査・検討中 

対応状況 

今後、中越沖地震による影響も含めて位置ずれした原因について調査を行います。 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

平均出力領域モニタ制御盤内部 

制御棒引抜監視装置制御盤内部 

丸印はズレ確認箇所



                       平成 19 年度決算について 

 

平成 20 年４月 30 日 

東京電力株式会社 

 

 

平成 19 年度の売上高は、前年度比 3.7％増の 5 兆 4,793 億円（単独で

は同 4.2％増、5 兆 2,243 億円）、経常損益は前年度比 92.5％減の 331 億

円（単独では 220 億円の損失）となりました。また、当期純損益は、新

潟県中越沖地震により被災した柏崎刈羽原子力発電所の復旧費用等をは

じめとする特別損失を 2,692 億円（単独では 2,671 億円）計上したこと

などから、1,501 億円の損失（単独では 1,776 億円の損失）となりました。 

 

販売電力量は、夏季の猛暑や冬季の気温が前年度に比べ低く推移した

影響により冷暖房需要が増加したことなどから電灯が高めの伸びとなっ

たことに加え、産業用の大口電力が増加したことなどから、前年度比

3.4％増の 2,974 億 kWh となりました。内訳としては、電灯は同 4.7％増

の 976 億 kWh、電力は同 1.2％増の 128 億 kWh、特定規模需要は同 2.9％

増の 1,870 億 kWh となりました。 

 

収入面では、電気事業において、販売電力量の増加などにより、電気

料収入は前年度比 4.5％増の 4 兆 9,147 億円となりました。これに地帯間

販売電力料や他社販売電力料などを加えた売上高は、前年度比 3.7％増の

5 兆 4,793 億円（単独では同 4.2％増、5 兆 2,243 億円）、経常収益は、同

3.7％増の 5 兆 5,491 億円（単独では同 4.1％増、5 兆 2,658 億円）とな

りました。 

 

一方、支出面では、電気事業において、企業年金制度の見直しによる

人件費の減少などがあったものの、柏崎刈羽原子力発電所の運転停止な

どにより、燃料費や購入電力料が大幅に増加したことなどから、経常費

用は前年度比 12.4％増の 5 兆 5,160 億円（単独では同 12.8％増、5 兆 2,878

億円）となりました。 

 

以 上 



 

 決算概要   

◆連結決算
　                                                         　　　(単位：億円)

19年度 18年度 比　較

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ(%)

 

 

 

▲

▲

▲ ▲

▲

▲ ▲
(注１)ROA：営業利益／平均総資産 　ROE：当期純損益／平均自己資本
(注２)19年度　：連結子会社数 148社 　持分法適用関連会社数 66社　

18年度　：連結子会社数 145社 　持分法適用関連会社数 62社　

◆単独決算
　                                                         　　　(単位：億円)

19年度 18年度 比　較

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ(%)

 

 

 

▲ ▲

▲

▲ ▲

▲

▲ ▲
(注) ROA：営業利益／平均総資産 　ROE：当期純損益／平均自己資本

◆販売電力量
(単位：億kWh)

19年度 18年度 比　較

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ(%)

 

 

 

( ) ( ) ( ) ( )

  

◆配当状況

配当金総額(百万円) 配当性向(%)

（年間） （連結）

20年３月期 65.00

19年３月期 70.00

－

30.00 40.00 94,537 31.7

35.00 30.00 87,773

103.4

 
１株当たりの年間配当金（円）

中　間 期　末

合         　　計 2,974 2,876 98

102.9

(再掲)大 口 電 力 890 866 25 102.8

特 定 規 模 需 要 1,870 1,818 52

104.7

電　     　 　 力 128 126 2 101.2

電　 　 　  　 灯 976 932 44

16.7 － ＲＯＥ (自己資本利益率) 6.9 9.8

－

 ＲＯＡ (総資産利益率 ) 0.7 3.8 3.1 －

当 期 純 損 益 1,776 2,621 4,397

特 別 損 失 2,671 － 2,671 －

112.8

経 常 損 益 220 3,720 3,941 －

経 常 費 用 52,878 46,858 6,019

104.2

経 常 収 益 52,658 50,579 2,078 104.1

売 上 高 52,243 50,150 2,093

15.6 － ＲＯＥ (自己資本利益率) 5.3 10.3

－

当 期 純 損 益 1,501 2,981

( 総資産利益率 ) 1.0 4.1 3.1

49,087

4,482

特 別 損 失 2,692 － 2,692

経 常 損 益 331

特 別 利 益 607

6,072

103.7

経 常 収 益 55,491 53,500

54,793 52,830 1,963

103.7

売 上 高

－

112.4

7.54,412 4,081

1,991

経 常 費 用 55,160

186 420 30.7

特 別 利 益 186 607 30.7420

－

 ＲＯＡ



 

 収支比較表（単独） 

19  年  度 18  年  度

( 億円 ) ( 億円 ) ( 億円 ) ( ％ )

（　売　上　高　） ( 52,243 ) ( 50,150 ) ( 2,093 ) ( 104.2 ) ( 99.2 ) ( 99.2 )

電 灯 料 20,962 19,834 1,127 105.7 39.8 39.2

電 力 料 28,184 27,211 973 103.6 53.5 53.8

小　　　計 49,147 47,046 2,101 104.5 93.3 93.0

そ の 他 3,510 3,533 ▲ 22 99.4 6.7 7.0

計 52,658 50,579 2,078 104.1 100.0 100.0

人 件 費 3,377 4,589 ▲ 1,212 73.6 6.4 9.8

燃 料 費 17,551 10,627 6,924 165.2 33.2 22.7

修 繕 費 4,321 4,590 ▲ 269 94.1 8.2 9.8

減 価 償 却 費 7,262 7,045 216 103.1 13.7 15.0

購 入 電 力 料 7,731 6,506 1,225 118.8 14.6 13.9

支 払 利 息 1,430 1,480 ▲ 49 96.7 2.7 3.1

租 税 公 課 3,302 3,370 ▲ 68 98.0 6.3 7.2

原子力ﾊﾞｯｸｴﾝﾄﾞ費用 1,645 1,955 ▲ 309 84.2 3.1 4.2

そ の 他 6,254 6,692 ▲ 438 93.4 11.8 14.3

計 52,878 46,858 6,019 112.8 100.0 100.0

▲ 220 3,720 ▲ 3,941 -

▲ 50 59 ▲ 109 -
186 607 ▲ 420 30.7

2,671 - 2,671 -
▲ 2,655 4,268 ▲ 6,924 -
▲ 879 1,646 ▲ 2,526 -

▲ 1,776 2,621 ▲ 4,397 -

(注) 億円未満を切り捨てて表示しております。

特 別 利 益

経 常 損 益

渇 水 準 備 金

（Ａ）－（Ｂ）（Ａ） （Ｂ）

経
　
　
常
　
　
収
　
　
益

特 別 損 失

税引前当期純損益

当 期 純 損 益

法 人 税 等

比　　　　較 構成比（％）

（Ａ）項　　　　　　目 （Ｂ）（Ａ）／（Ｂ）

経
　
 
　
常
　
 
　
費
　
 
　
用



 

 次期の見通し  

 

 平成 20 年度の販売電力量については、平成 19 年度の猛暑の反動による冷

房需要の減が見込まれることに加えて、特定規模電気事業者との競争激化が

予想されることから、前年度に比べて 0.5％減の 2,960 億 kWh を見込んでお

り、第２四半期累計期間(※)においては、前年同期に比べてマイナス 0.9％減

の 1,466 億 kWh となる見込みです。 

 

売上高については、電気事業において、販売電力量が減少するものの燃

料費調整制度により電気料収入の増加が見込まれることなどから、連結で 5

兆 8,500 億円程度、単独で 5 兆 6,100 億円程度、第２四半期累計期間におい

ては、連結で 2 兆 8,350 億円程度、単独で 2 兆 7,250 億円程度となる見込み

です。 

 

一方、経常損益、当期純損益については、昨年７月 16 日に発生した新潟

県中越沖地震の影響により柏崎刈羽原子力発電所の全号機が運転を停止して

いる中、現時点では、運転計画をお示し出来る状況になく、費用を予想する

ことが困難であることから、通期の業績予想を未定としております。 

なお、第２四半期累計期間における経常損益は、損失として、連結で 600

億円程度、単独で 850 億円程度、当期純損益は、損失として、連結で 400 億

円程度、単独で 550 億円程度を予想しております。 
 

(※)金融商品取引法において四半期決算が法定化され、従来の「中間期」が「第２四半期
累計期間」となったもの 

 

＜通期の見通し＞ 

 連 結 単 独 

売 上 高 5兆8,500億円程度 5兆6,100億円程度 

経 常 損 益 未 定 未 定 

当期純損益 未 定 未 定 

 

＜第２四半期累計期間の見通し＞ 

 連 結 単 独 

売 上 高 2兆8,350億円程度 2兆7,250億円程度 

経 常 損 益 ▲600 億円程度 ▲850 億円程度 

当期純損益 ▲400 億円程度 ▲550 億円程度 



 

 

＜参考１＞ 

 

収支諸元表（単独） 
 
 

 20年度 

（見通し） 

第２四半期累計期間 

（見通し） 
19年度 

販 売 電 力 量 

（対前年度増減） 

2,960億kWh 

（0.5％減） 

1,466億kWh 

（0.9％減） 

2,974億kWh 

（3.4％増） 

原 油 価 格 (全 日 本 C I F ) 95㌦／ﾊﾞｰﾚﾙ程度 100㌦／ﾊﾞｰﾚﾙ程度 78.69㌦／ﾊﾞｰﾚﾙ

為替レート（ ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ） 105円／㌦ 程度 105円／㌦ 程度 114.44円／㌦ 

原 子 力 設 備 利 用 率 －(※) 44％程度 44.9％ 

出 水 率 100％程度 100％程度 94.4％ 

 

 

 
20年度 

（見通し） 
19年度 

＜燃料費＞ 

・為替レート １円／㌦ 

・ＣＩＦ価格 １㌦／ﾊﾞｰﾚﾙ 

・原子力設備利用率 １％ 

＜支払利息＞ 

・金利 １％（長・短） 

 

－(※) 

－(※) 

－(※) 

 

－(※) 

 

約 140億円 

約 160億円 

約 120億円 

 

約 120億円 

 

 
（※）昨年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響により柏崎刈羽原子力発電所の全号機

が運転を停止している中、現時点では、運転計画をお示し出来る状況にないため、未定と
しているもの。 

 
 

（影響額） 



 

＜参考２＞ 

 

新潟県中越沖地震による収支影響（単独） 
 

(※１) 燃料費等への影響額は、柏崎刈羽原子力発電所の停止に伴い、火力発電等により

代替が必要となる電力量およびその平均的な燃料単価をもとに算定しております。 

(※２)横須賀火力発電所２号ガスタービン、五井火力発電所４号機など 

(※３)横須賀火力発電所７，８号機など 

（単位：億円）

19年度実績
20年度

第２四半期累計期間予想

影響額計 6,150 3,070

燃料費等（※１） 4,200 3,000

燃料費・購入電力料の増 4,400 3,100

　　火力燃料費・購入電力料の増 4,600 3,200

　　核燃料費の減 ▲ 200 ▲ 100

バックエンド費用の減 ▲ 200 ▲ 100

復旧費用等 1,950 70

災害特別損失等 1,925

　　点検および関連補修費用等 1,390

　　土木・建物関係設備の復旧費用等 265

　　地質調査・評価の費用等 185

　　その他 85

その他（休止火力立上げ費用等） 25
（※2）

70
（※3）

 設備利用率（％） 44.9 44程度 



 

柏崎刈羽原子力発電所７号機に関する新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る

点検・評価計画書（改訂３）および中間とりまとめ報告書の提出について 

 

平成 20 年４月 10 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 
 
 当社は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震を踏まえ、11 月９

日に経済産業省原子力安全・保安院より受領した指示文書 に基づき、柏崎刈

羽原子力発電所７号機の

＊１

健全性に係る点検・評価計画書の提出をはじめ、順次

準備が整った号機から同計画書を提出 し、点検・評価を実施しておりますが、

本日、同発電所７号機に関する点検・評価計画書改訂版および中間とりまとめ

報告書を原子力・安全保安院に提出いたしましたのでお知らせいたします。 

＊２

 

１．報告の内容 

・ 平成 20 年２月 25 日に提出した点検・評価計画書に関して、建物・構築

物の項目の整理等を行った改訂版 

・ 概ね終了した原子炉安全上重要な設備の点検結果ならびに地震応答解

析結果に関する中間とりまとめ報告書 

 
２．今後の対応 

引き続き、同計画書に基づき、各設備の点検・評価を実施していくとと

もに、最終的な報告書のとりまとめを実施してまいります。 
 
３．他号機の取り組み状況 

既に同計画書を提出している１、５、６号機については、同計画書に基づ

き、各設備の点検・評価を進めております。 

また、同発電所２～４号機については、今後、同計画書をとりまとめてま

いります。 

 

以 上 

 

○別添資料 

 ・柏崎刈羽原子力発電所７号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

に関する中間とりまとめ（報告書）の概要について 

 ・柏崎刈羽原子力発電所７号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

計画書（改訂３）（一部抜粋）

 ・柏崎刈羽原子力発電所７号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

に関する中間とりまとめ（報告書）（一部抜粋） 
 



 

＊１ 経済産業省原子力安全・保安院からの指示文書（平成 19 年 11 月９日） 

   「新潟県中越沖地震を受けた柏崎刈羽原子力発電所の設備の健全性に係る点検・

評価計画について」 

柏崎刈羽原子力発電所第１号機から第７号機について、号機ごとに「点検・評

価に関する計画書」を作成するとともに、個別号機ごとの計画が作成され次第、

順次原子力安全・保安院へ提出する。 

 

＊２ 既に提出している点検・評価計画書 

・ １号機の設備の点検・評価計画書は、平成 20 年２月６日に提出 

・ ５号機の一部設備の点検・評価計画書および６号機の設備の点検・評価計画

書は、平成 20 年３月７日に提出 

・ ７号機の設備の点検・評価計画書は、平成 19 年 11 月 27 日に提出し、12 月

20 日に改訂２に更新。また、建物・構築物に関する点検・評価計画書を平成

20 年２月 25 日に提出 



添付資料 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る 
点検・評価に関する中間とりまとめ（報告書）の概要について 

平成 20 年４月 10 日 

東京電力株式会社 
1.  位置付け 

柏崎刈羽原子力発電所では、設計基準地震動を上回る地震動を観測したため、設備の健全性

を確認する目的で点検・評価計画書に基づき点検・評価を実施してきた。７号機については、

原子炉安全上重要な設備＊の設備点検ならびに地震応答解析が概ね終了したことから、中間的な

結果を報告書にとりまとめ、本日（４月 10 日）原子力安全・保安院に提出するものである。 

2.  設備点検 
設備点検は、工事計画書に記載のある全ての設備を立形ポンプ等の動的機器，配管等の静的

機器、支持構造物等の 42 機種に分類して実施した。 
機種毎に損傷形態に応じた点検方法を選定し、地震の影響を受けやすい箇所を重点的に点検

すべき箇所として明確にした上で、要領書を定めて実施した。 
点検実施数は表のとおり 

 基本点検対象機器の数 原子炉安全上重要な機器の数（再掲）

目視点検 約 1,140／1,320 約 630／640 

作動試験・機能試験 約 740／980 約 370／450 

漏洩試験 約 210／570 約 150／340 

基本点検完了 約 780／1330 約 410／640 

 
3.  地震応答解析 

解析の対象となるのは原子炉安全上重要な設備であり、現時点で地震時の床応答スペクトル

が求められている原子炉建屋内に設置されている約 100 機器については解析を完了した。 

対象機器に対しては、地震時に観測した水平および垂直方向地震記録に基づいて応力や応答

加速度を算出し、構造強度評価および動的機能維持評価を実施した。 

構造強度については評価基準値（許容応力状態ⅢASに基づく許容応力）を満足しており、動

的機能についても機能確認済み加速度を下回っているとの中間的な評価結果を得た。 

4.  総合評価結果 
原子炉安全上重要な機器のうち現状で評価が終了している機器については、異常が見られた

機器も含めて本地震による影響と判断されるものはなく、設備の機能を維持することができた。

さらに、点検および解析結果に基づく総合評価により、設備健全性を満足するものと評価され

た。これらは、設備設計における裕度の確保や設備の保全活動によるものと考えられる。 
また、経年劣化や施工不良が原因と判断された事象も確認されているが、本地震によりその

劣化等が拡大したり、機能を喪失したりすることはなかった。得られた知見等については、必

要に応じて通常の保全プログラムへの反映等の措置を行う。 

＊ 原子炉安全上重要な機器：重要度分類クラス 1 および 2 の設備で耐震クラスがＡｓ、Ａのもの    

およびその他動的地震動による耐震評価の対象としているもの 

 以 上 



 

当社原子力発電所における配管の構造強度評価結果の一部誤りについて 

 

平成 20 年４月 10 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

１．事象の内容及び再評価結果 

当社は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震を踏まえ、柏崎刈羽原子力発

電所における各設備の点検・評価を実施しておりますが、平成20年３月27日に開催され

た原子力安全・保安院の審議会＊１において、独立行政法人原子力安全基盤機構で実施した

同発電所７号機における配管の構造強度評価結果の一部が報告され、その内容が当社の報

告していた結果と異なっていたため、当社の結果を再確認することといたしました。 
当社および解析を実施したメーカにおいて確認作業を行ったところ、配管分岐部の応力

を算出するための要素の一つである配管の重さ（自重）の影響を計算する際、当該メ

ーカの計算機プログラムの一部に問題があったため、評価結果の一部が誤っていたこと

を確認いたしました。 

このため、問題のあった計算機プログラムのデータ処理を修正したうえ、配管の構造

強度を再評価した結果、誤りの影響は小さく、評価基準値を十分満足していることを

確認いたしました。 

 

２．他プラントへの影響評価 

構造強度評価は、配管の設置や取替などの設計をする際などに実施しますが、当該メ

ーカでは、同様の方法による構造強度評価を昭和 55 年以降の他プラントに適用してい

ることから、過去に実施した構造強度評価についても、再確認を実施することといた

しました。 

運転中の福島第一原子力発電所１号機および福島第二原子力発電所２号機における工

事計画認可申請書に関する構造強度評価、ならびに至近で報告した福島第二原子力発

電所４号機における耐震安全性評価結果中間報告書について、優先的に構造強度評価結

果の確認を実施した結果、いずれの配管も構造強度の再評価の結果は評価基準値を十

分満足しており、構造強度に問題がなく、安全上の問題がないことを確認いたしました。  

なお、一般に配管設計においては、配管に発生する応力を計算するにあたり、自重に

よって発生する応力の他、配管内の流体の圧力、地震力等を考慮し、配管内の流体の

圧力や地震力に比べ、自重による影響は小さい傾向にあります。 

 
３．原子力安全・保安院からの指示 
当社は、このたびの事象を踏まえ、本日、原子力安全・保安院から、当該メーカが過

去に実施した構造強度評価に関して、問題のあった計算機プログラムのデータ処理を

修正したうえ、構造強度の再評価を実施し報告すること、ならびに根本的な原因究明

と再発防止対策について併せて報告する旨の指示文書＊２を受領いたしました。 

 

 



 

４．今後の対応 

当社は、このたびの指示に基づき、当該メーカが構造強度評価を実施した残りのプラ

ントについて、当該メーカとともに速やかに構造強度の再確認を実施いたします。ま

た、このたびの事象に対する原因究明を行い、適切に再発防止対策を図っていくとと

もに、この内容について原子力安全・保安院へ報告してまいります。 

 

以 上 

 

 

添付資料 

○ 配管の構造強度評価結果の一部誤りについて

 

 

＊１ 原子力安全・保安院の審議会 

総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会中越沖地震における原子力施設に関する調

査・対策委員会運営管理・設備健全性評価ワーキンググループ第７回設備健全性評価サブワーキ

ンググループ 

 

＊２ 指示文書 

    「配管設計の応力解析における不備への対応について」（平成20年４月10日付平成20･04･10

原院第１号） 

・ 今回の報告を踏まえ、柏崎刈羽原子力発電所第７号機における当該配管の応力解析に使

用しているものと同じ計算機プログラムを使用して応力解析を行った配管分岐部に対し

て、修正した計算機プログラムを使用して応力解析を実施した上で、その結果を平成20

年４月30日（水）までに当院に報告すること。 

なお、応力解析の結果、発生する応力が配管の持つ許容応力を満足しないことが判明し

た場合には、速やかにその事実及び対応策について当院に報告すること。 

・ 今回、配管設計の応力解析に不備が生じたことの根本的な原因を究明し、その再発防止

対策についても、併せて報告すること。 



 

配 管 の 構 造 強 度 評 価 結 果 の 一 部 誤 り につ い て 

２．内容 

 原子力発電所の耐震重要度が高い配管の耐震安全性を確認す
る際には、地震によって配管に発生する力（以下「応力」）が評
価基準値以下であることを確認することが求められています。
通常、地震による応力を計算する場合には、計算機を用いた評
価を行います。 
  
（１）配管に応力を発生させる要因 
  配管に応力を発生させる要因は、概ね、以下の通りです。 

・配管の内部に含まれている流体（水、蒸気）による荷重 
（内圧） 

・地震荷重、機械荷重 等 
・配管の重さによる荷重（自重） 等 

 
（２）今回の事象 
  今回の事象は、上記の荷重のうち「自重」により発生する
応力を計算する際に、配管分岐部のデータ処理を取り違えて
いたため、計算された応力に誤りが生じたものです（なお、
データ処理は、当該メーカが開発したプログラムにより自動
的に処理）。取り違えの概要は次の通りです。 
 

今回、図１の配管分岐部の応力を算出する場合、計算機にて
算出する自重によるデータ（モーメント＊２）の処理を次の通り
としていました。 

 
（これまでの処理例） 
分岐管のモーメント：200 
主管のモーメント：＋100，＋300 で＋の同符号としてモー

メント 0と処理 
 
 
 
 
（正しい処理例）＊３ 

分岐管のモーメント：200 
主管のモーメント：＋100，－300 で＋と－の異符号として

モーメント 100 と処理 
 

＊３ 日本機械学会で定める規格では、モーメントが同符号であれば「0」、
異符号であれば絶対値が小さい方（上記例では100＜300なので100）
と処理するように定めています。本事象は、符号を取り違えたため、
応力の計算を誤ったものです。 

平成 20 年４月 15 日

東 京 電 力 株 式 会 社

１．経緯 

平成 20 年３月 27 日に開催された新潟県中越沖地震を受けた
設備の健全性を審議する原子力安全・保安院の審議会＊１におい
て、当社より報告した柏崎刈羽原子力発電所７号機の配管に係
る構造強度評価結果の一部が、原子力安全基盤機構が実施した
「柏崎刈羽原子力発電所７号機 新潟県中越沖地震に対する配
管の地震応答解析」の結果と異なっていた。このため、その原
因を調査したところ、当該プラントを含めた当社の複数のプラ
ントにおいて、解析を実施したメーカが使用している計算機プ
ログラムの一部に問題があったため、配管の構造強度評価結果
の一部に誤りが生じたことを確認いたしました。 
 このため、本日、本事象について、原子力安全・保安院に報
告いたしました。 
 

＊１ 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会中越沖地震におけ
る原子力施設に関する調査・対策委員会運営管理・設備健全性評価ワ
ーキンググループ第７回設備健全性評価サブワーキンググループ 

表１ 柏崎刈羽原子力発電所７号機 再評価を実施した配管の評価結果 

系統 
再評価前 

（MPa） 

再評価後 

（MPa） 

評価基準値

（MPa） 
備 考 

主蒸気系 134 136 281 数値変更 

給水系 92 92 274 変更無し 

原子炉冷却材浄化系 89 - 274 （再評価対象に該当しない）

放射性ドレン移送系 68 - 188 （再評価対象に該当しない）

制御棒駆動系 153 - 283 （再評価対象に該当しない）

ほう酸水注入系 73 73 132 変更無し 

残留熱除去系 199 205 274 評価点 A（再評価前報告点）

 177 239＊４ 274 
評価点 B（再評価の結果当該

部位を報告点とする） 

原子炉隔離時冷却系 94 - 182 （再評価対象に該当しない）

高圧炉心注水系 96 - 220 （再評価対象に該当しない）

燃料プール冷却浄化系 50 - 188 （再評価対象に該当しない）

非常用ガス処理系 32 - 214 （再評価対象に該当しない）

可燃性ガス濃度制御系 51 - 211 （再評価対象に該当しない）

不活性ガス系 81 - 201 （再評価対象に該当しない）

 

３．再評価結果 
本事象を踏まえ、正しくデータを処理して再計算した評価結果を表１に示しま

す。今回の事象は「分岐がある配管」のみが対象となり、自重が応力に影響する
度合いは、他の応力を発生させる荷重要因に比べて小さいことから、ほとんど数
値に影響はありません。 

＊４ 残留熱除去系配管評価点 B の再評価後の数値が比較的大きくなっているのは、評価点 B が
他の評価点に比べ、自重を受ける特殊な配管の取り回しになっているためです。 

最大応力
発生点（Ａ）

最大応力

発生点（Ｂ）

自重を支持するサポート 

４．影響の程度 
柏崎刈羽原子力発電所７号機の設備の健全性評価以外で、運転中の福

島第一原子力発電所１号機、福島第二原子力発電所２号機における工事
計画認可申請書に関する構造強度評価、ならびに福島第二原子力発電所
４号機の耐震安全性評価結果中間報告書を確認したところ、表２－１，
２のとおりとなっており、影響の度合いは小さいことを確認していま
す。 
なお、当社の原子力発電所において、当該メーカが過去に同様の構造

強度評価を実施しているプラントは、福島第一原子力発電所１号機、４
号機、福島第二原子力発電所２号機、４号機、柏崎刈羽原子力発電所４
号機、５号機、７号機の７プラントです。 
 

表２－１－１ 福島第一原子力発電所１号機 工事計画認可申請書 

系統 
再評価前
（MPa） 

再評価後
（MPa） 

許容値
（MPa） 

原子炉再循環系 220 220 310 

原子炉再循環系 113 113 235 

格納容器スプレイ冷却系 27 27 154 

格納容器スプレイ冷却系 24 47 154 

原子炉格納容器スプレイ系 36 36 154 

原子炉格納容器スプレイ系 40 40 154 

原子炉停止時冷却系 41 51 154 

原子炉停止時冷却系 42 45 154 

高圧注水系 63 63 183 

 

表２－１－２ 福島第二原子力発電所２号機 工事計画認可申請書 

系統 
再評価前
（MPa） 

再評価後
（MPa） 

許容値
（MPa） 

原子炉再循環系 99 110 260 

原子炉再循環系 101 112 260 

原子炉隔離時冷却系 15 15 154 

残留熱除去系 66 66 154 

残留熱除去系 51 51 154 

残留熱除去系 58 57 154 

残留熱除去系 36 36 154 

残留熱除去系 53 59 150 

残留熱除去系 68 68 150 

高圧炉心スプレイ系 82 66 150 

低圧炉心スプレイ系 44 72 189 

 

表２－２ 福島第二原子力発電所４号機 

       耐震安全性評価結果中間報告書＊５ 

系統 再評価前

（MPa） 
再評価後

（MPa） 
許容値

（MPa） 
主蒸気系 157 157 309 

＊５ 平成 18 年「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」改訂に伴う耐震 
安全性評価報告書（中間報告）において、平成 20 年 3 月 31 日に報告して 
います。 

 
 ※下線部が訂正箇所 

 
主管

分岐管100

200

300

（例）

図１ 配管分岐部のモーメントの例 

＊２ モーメント 

回転させようとする力 
計算機プログラムにおいて、＋300 から

－300 への変換が必要であった 

以 上

 図２ 残留熱除去系配管の評価例

 
自重を支持 

しない 

サポート 

訂正版 



新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：４月 10 日） 

平成 20 年４月 10 日 

東京電力株式会社 

 

当社・柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況お

よび不適合についてお知らせいたします。 

 

１．主な点検・復旧状況 

○平成 20 年４月４日から４月 10 日までに点検および復旧を完了したもの 

・２号機 主発電機点検（回転子引き抜き）：４月９日完了 

   ・５号機 燃料・制御棒点検（チャンネルボックス外観点検）：４月４日完了 

・５号機 燃料・制御棒点検（制御棒外観点検）：４月４日完了 

   ・６号機 燃料・制御棒点検（制御棒等貯蔵設備点検）：４月７日完了 

   ・６号機 排気筒点検（内部点検）：４月７日完了 

   ・７号機 新燃料貯蔵庫・新燃料貯蔵庫内新燃料点検（新燃料点検）：４月７日完了 

・７号機 主変圧器点検（搬入作業）：４月９日完了 

・Ｎｏ．３高起動変圧器点検（内部点検）：４月５日完了 

 

○平成 20 年４月 11 日から４月 17 日までに点検および復旧を開始するもの 

・１号機 燃料・制御棒点検（燃料外観点検）：４月 16 日開始 

・３号機 原子炉再循環系配管維持基準適用箇所点検（配管切り出し）：４月 15日開始 

・５号機 排気筒点検（上部詳細点検）：４月 15 日開始 

・５号機 主排気ダクト点検・復旧（復旧作業前調査）：４月 15 日開始 

・６号機 主変圧器点検（搬入作業）：４月 17 日開始 

・６号機 所内変圧器点検（６Ａ、６Ｂ）据付作業：４月 17 日開始 

・７号機 燃料・制御棒点検（制御棒等貯蔵設備点検）：４月 15 日開始 

・７号機 主変圧器点検（据付作業）：４月 10 日開始＊

・７号機 所内変圧器点検（７Ａ）据付作業：４月 11 日開始 

＊今週追加したもの 

 

○平成 20 年４月６日から５月３日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 



２．新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 20 年４月３日から４月９日までのトラブル情報の発生状況については次

のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 20 年４月３日～４月９日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（９件） 
Ⅲ ０件（９件） 

 

＜平成 20 年４月３日～４月９日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 
○その他 

・固体廃棄物貯蔵庫 ドラム缶確認本数  22,391 本（平成 20 年３月 17 日作業完了） 

 （平成 20 年３月 19 日お知らせ済み） 

・不適合情報（中越沖地震関連、Ａｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄグレード、対象外） 

平成 20 年３月１日～31 日 

（平成 19 年７月 16 日～累計） 

件数 
 41 件 

（3,372 件）※

※ 新潟県中越沖地震発生後、これまでに発生・審議した不適合情報について再精査したところ、中越

沖地震対象であったもの２件を確認いたしましたので、３月分の集計に合わせて訂正いたしました。 

 

・７号機 低圧タービン（Ｂ）（Ｃ）第 14 段（タービン側）において、動翼２枚のフォ

ーク部の一部に折損を確認し、原因調査および詳細点検を継続中です。 

 （平成 20 年３月４日、13 日、19 日、27 日、４月３日お知らせ済み） 

その後、低圧タービン（Ｂ）第 14 段（発電機側）動翼フォーク部について外観目視点

検を実施した結果、折損などの異常は確認されませんでした。また、低圧タービン（Ｂ）

第 14 段（発電機側、タービン側）動翼フォーク部について非破壊検査を実施した結果、

発電機側の 22 枚、タービン側の 50 枚に指示模様を確認しました。 

今後、動翼フォーク部の折損および指示模様についての原因調査を継続するとともに、

低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）第 14 段のロータフォーク取付部についても非破壊検査

を実施します。 



 
・５号機 燃料支持金具から外れていた燃料集合体については、外観点検において大きな変

形等の異常がないことを確認した上で所定の位置に戻した後、使用済燃料プールに移動して

います。      （平成 19 年 11 月 12 日、14 日、20 日お知らせ済み） 

調査の結果、燃料集合体を装荷する際に、燃料交換機の位置の設定が不適切であった

等の要因により、燃料集合体チャンネルファスナが上部格子板と接触して燃料集合体

が揺れ、燃料集合体の下部先端が燃料支持金具の外側に乗り上げ、その状態で新潟県

中越沖地震の震動の影響を受けたため、先端部が燃料支持金具から外れて炉心支持板

に落下したものと推定しました。 

対策として、燃料交換機の位置の設定を見直す等の対策を実施するとともに、据え付

け時に燃料交換機にかかる荷重を管理し、異常があった場合には再度、据え付け操作

を行うこととします。 

 

以 上 



柏崎刈羽原子力発電所３号機、５号機に関する新潟県中越沖地震後の 
設備健全性に係る点検・評価計画書の提出について 

 

平成 20 年４月 14 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 
当社は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震を踏まえ、11 月９日

に経済産業省原子力安全・保安院より受領した指示文書 に基づき、＊１ 本日、以

下の点検・評価計画書を原子力安全・保安院へ提出いたしましたので、お知ら

せいたします。 

 

１．提出内容 
・ 柏崎刈羽原子力発電所３号機の各設備の健全性に係る点検・評価計画書 
・ 柏崎刈羽原子力発電所５号機の各設備の健全性に係る点検・評価計画書 

（改訂版） 
 
２．今後の対応 

今後、同計画書に基づき、各設備の点検・評価を実施していくとともに、

必要に応じて計画書の見直し等を行ってまいります。 
 
３．他号機の取り組み状況 

同発電所１号機、５号機の一部設備、６号機、７号機については、既に提

出している点検・評価計画書 に基づき、各設備の点検・評価を進めてお

ります。 

＊２

また、同発電所２号機、４号機についても、今後同様に点検・評価計画書

をとりまとめてまいります。 
  

以 上 

 

○別添資料 

 ・柏崎刈羽原子力発電所３号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

計画書 
 ・柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

計画書（改訂１） 

 

 

 

 



 

＊１ 経済産業省原子力安全・保安院からの指示文書（平成 19 年 11 月９日） 

   「新潟県中越沖地震を受けた柏崎刈羽原子力発電所の設備の健全性に係る点検・

評価計画について」 

柏崎刈羽原子力発電所第１号機から第７号機について、号機ごとに「点検・評

価に関する計画書」を作成するとともに、個別号機ごとの計画が作成され次第、

順次原子力安全・保安院へ提出する。 

 

＊２ 既に提出している点検・評価計画書 

・ １号機の設備の点検・評価計画書は、平成 20 年２月６日に提出。 

・ ５号機の一部設備の点検・評価計画書および６号機の設備の点検・評価計画

書は、平成 20 年３月７日に提出。 

・ ７号機の設備の点検・評価計画書は、平成 19 年 11 月 27 日に提出し、12 月

20 日に改訂２、平成 20 年４月 10 日に改訂３に更新。また、建物・構築物に

関する点検・評価計画書を平成 20 年２月 25 日に提出。 



新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：４月 17 日） 

平成 20 年４月 17 日 

東京電力株式会社 

 

当社・柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況お

よび不適合についてお知らせいたします。 

 

１．主な点検・復旧状況 

○平成 20 年４月 11 日から４月 17 日までに点検および復旧を完了したもの 

・３号機 燃料・制御棒点検（燃料外観点検）：４月 17 日完了予定 

・３号機 燃料・制御棒点検（制御棒外観点検）：４月 11 日完了 

・３号機 燃料・制御棒点検（チャンネルボックス外観点検）：４月 11 日完了 

・６号機 所内変圧器点検（６Ａ、６Ｂ）（搬入作業）：４月 12 日完了 

・６号機 50 万Ｖ電力ケーブル（ＯＦケーブル）点検（電気試験）：４月 12 日完了 

・７号機 燃料・制御棒点検（制御棒等貯蔵設備点検）：４月 15 日完了 

 

 
 

○平成 20 年４月 18 日から４月 24 日までに点検および復旧を開始するもの 

・１号機 燃料・制御棒点検（チャンネルボックス外観点検）：４月 24 日開始 

・２号機 主変圧器点検（構内移動準備）：４月 21 日開始 

・２号機 励磁変圧器点検（工場搬出準備）：４月 21 日開始 

・５号機 所内変圧器点検（５Ｂ）（構内移動）：４月 15 日開始＊

・５号機 主発電機点検（回転子搬入作業）：４月 21 日開始 

・５号機 主排気ダクト点検・復旧（復旧作業前調査）：４月 21 日開始 

・６号機 主変圧器点検（搬入、据付作業）：４月 22 日開始 

・６号機 所内変圧器点検（据付作業）：４月 14 日開始＊

・所内ボイラ点検（荒浜側１Ａ、２Ａ、２Ｂ）復旧工事：４月８日開始＊ 

・構内外道路・法面等復旧・補強作業（補強準備工事）：４月 23 日開始 

＊今週追加したもの 

 
 

○平成 20 年４月 13 日から５月 10 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 



２．新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 20 年４月 10 日から４月 16 日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 20 年４月 10 日～４月 16 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（９件） 
Ⅲ ０件（９件） 

 

＜平成 20 年４月 10 日～４月 16 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 
○その他 

・７号機 低圧タービン（Ｂ）（Ｃ）第 14 段（タービン側）において、動翼２枚のフォ

ーク部の一部に折損を確認し、原因調査および詳細点検を継続しております。低圧タ

ービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）第 14 段のロータフォーク取付部については非破壊検査を実施

しました。（平成 20 年３月４日、13 日、19 日、27 日、４月３日、10 日お知らせ済み） 

 低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）第 14 段のロータフォーク取付部について非破壊検査を

実施した結果、指示模様は確認されませんでした。 

今後、動翼フォーク部の折損および指示模様について原因調査を継続するとともに、

動翼フォーク部が第 14 段と同様の構造である７号機の低圧タービン（Ｂ）第 15 段、

第 16 段の動翼フォーク部についても、外観目視点検および非破壊検査を実施します。 

 
以 上 



新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：４月 24 日） 

平成 20 年４月 24 日 

東京電力株式会社 

 

当社・柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況お

よび不適合についてお知らせいたします。 

 

１．主な点検・復旧状況 

○平成 20 年４月 18 日から４月 24 日までに点検および復旧を完了したもの 

   ・４号機 燃料・制御棒点検（チャンネルボックス外観点検）：４月 21 日完了 

   ・４号機 燃料・制御棒点検（制御棒外観点検）：４月 21 日完了 

   ・５号機 主発電機点検（回転子搬入）：４月 24 日完了予定 

 

○平成 20 年４月 25 日から５月８日までに点検および復旧を開始するもの 

・１号機 燃料・制御棒点検（チャンネルボックス外観点検）：４月 23 日開始＊

・２号機 主変圧器点検（構内移動）：５月５日開始 

・３号機 原子炉再循環系配管維持基準適用箇所点検（詳細調査）：５月７日開始 

・３号機 タービン点検（低圧タービン（Ｂ）（Ｃ））（詳細点検）：５月７日開始 

・４号機 排気筒点検（上部詳細点検）：５月７日開始 

・５号機 所内変圧器点検（５Ａ）（構内移動）：４月 28 日開始 

・５号機 励磁変圧器点検（構内移動）：４月 28 日開始 

・６号機 主変圧器点検（搬入、据付作業）：４月 25 日開始 

・変圧器防油堤現場調査・点検・復旧（３号機漏油土壌回収作業）：５月７日開始 

・構内外道路・法面等復旧・補強作業（補強準備工事）：４月 25 日開始 

＊今週追加したもの 

 

○平成 20 年４月 20 日から５月 17 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 



２．新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 20 年４月 17 日から４月 23 日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 20 年４月 17 日～４月 23 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（９件） 
Ⅲ ０件（９件） 

 

＜平成 20 年４月 17 日～４月 23 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 
○その他 

・特になし 

 
以 上 



 

当社原子力発電所における配管の構造強度評価結果の一部誤りに関する 
再評価結果および原因と再発防止対策の報告について 

 

平成 20 年４月 30 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

 当社原子力発電所の一部のプラントにおいて過去に実施した配管の構造強度評価結

果の一部に誤りが確認されたことから、平成 20 年４月 10 日に原子力安全・保安院か

ら該当する配管の構造強度の再評価を実施し、根本的な原因究明と再発防止対策の報

告を求める旨の指示文書＊１を受領しておりました。 

（平成 20 年４月 10 日お知らせ済み） 

 

当社は、該当する７プラント＊２における配管の構造強度の再評価を実施し、根本的な原

因究明を行い、再発防止対策をとりまとめ、本日、原子力安全・保安院に報告しまし

たのでお知らせいたします。 

 
１．これまでの経緯 
当社は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震を踏まえ実施している柏崎

刈羽原子力発電所７号機における各設備の点検・評価において、配管の構造強度評価結果

の一部が誤っていることを確認いたしました。その原因は、解析を実施したメーカの計算

機プログラムの一部に問題があったことによるものです。 

このたびの事象を踏まえ、原子力安全・保安院から、当該メーカが過去に実施した配

管の構造強度評価に関して、問題のあった計算機プログラムのデータ処理を修正した

うえ、構造強度の再評価を実施し報告すること、ならびに根本的な原因究明と再発防

止対策について併せて報告を求める旨の指示文書を受領いたしました。 

その後、再評価を実施するとともに原因究明と再発防止対策をとりまとめてまいりま

した。 

 

２．再評価結果 
当該メーカが過去に同様の方法により構造強度評価を実施した７プラントにおける工

事計画書等に関する構造強度の再評価を実施した結果、いずれの配管も許容値を十分満

足しており、構造強度に問題がなく、安全上の問題がないことを確認いたしました。 

 
３．原 因 
解析を実施したメーカの計算機プログラムの一部に問題があった原因として、当該メ

ーカからの聞き取りにおいて、昭和 55 年当時、計算機プログラムを作成する際、デー

タの整合性を確認する具体的な要領が不明確であったことが確認されました。また、



 

当社においても、解析を実施するメーカに対し計算機プログラムの検証の要求やその

検証結果を確認する行為を、昭和 55 年当時は行っていなかったことなどが一因として

挙げられました。 

なお、当社において、本年３月に柏崎刈羽原子力発電所７号機における各設備の点検・

評価に関する解析実施状況調査を実施した際も、これまで十分実績のある計算機プログラ

ムであることをもってその妥当性の確認をしていたことから、評価結果に誤りがあったこ

とを確認できなかったものです。

 

４．再発防止対策 
当社は、これまで十分実績のある計算機プログラムを含め、当該メーカが作成・改

造した計算機プログラムについて、当該メーカが適切な方法で検証していることを確

認いたしました。 

また、現在においては、当社がメーカへ解析業務を発注する際は、発注仕様書にお

いて解析業務の管理に関する要求をしており、解析実施状況調査においてそれらが正しく

行われていることを確認しております。 
これらの取り組みについて、引き続き活動内容を充実するとともに確実に実施していく

ことにより、品質向上を図り、再発防止に努めてまいります。 

 

５．今後の対応 

当社は、このたびとりまとめた再発防止対策を着実に実施することで信頼性の一層

の向上に努めてまいりますが、今回の事象を鑑み、当該メーカ以外の過去に作成・改

造されたメーカオリジナルのプログラムについて点検を行ってまいります。 

また、現時点においてプラントの安全性に影響を及ぼすものではありませんが、当

該メーカが過去に構造強度評価を実施した福島第一原子力発電所１号機および４号機

における高経年化技術評価等報告書について、平成 20 年５月 30 日までに再評価を行

ってまいります。 

 

以 上 

 

添付資料 

○ 当社原子力発電所における配管の構造強度評価結果の一部誤りに関する再評価

結果および原因と再発防止対策の概要 

 

 

 

 

 



 

＊１ 指示文書 

    「配管設計の応力解析における不備への対応について」（平成20年４月10日付平成20･04･10

原院第１号） 

・ 今回の報告を踏まえ、柏崎刈羽原子力発電所第７号機における当該配管の応力解析に使

用しているものと同じ計算機プログラムを使用して応力解析を行った配管分岐部に対し

て、修正した計算機プログラムを使用して応力解析を実施した上で、その結果を平成20

年４月30日（水）までに当院に報告すること。 

なお、応力解析の結果、発生する応力が配管の持つ許容応力を満足しないことが判明し

た場合には、速やかにその事実及び対応策について当院に報告すること。 

・ 今回、配管設計の応力解析に不備が生じたことの根本的な原因を究明し、その再発防止

対策についても、併せて報告すること。 

 

＊２ ７プラント 

    ・福島第一原子力発電所１号機、４号機 

・福島第二原子力発電所２号機、４号機 

・柏崎刈羽原子力発電所４号機、５号機、７号機 

 



新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：５月８日） 

平成 20 年５月８日 

東京電力株式会社 

 

当社・柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況お

よび不適合についてお知らせいたします。 

 

１．主な点検・復旧状況 

○平成 20 年４月 25 日から５月８日までに点検および復旧を完了したもの 

   ・２号機 圧力抑制室点検：４月 29 日完了 

   ・２号機 主変圧器点検（構内移動）：５月６日完了 

   ・５号機 所内変圧器点検（５Ａ）（構内移動）：４月 29 日完了 

・５号機 励磁変圧器点検（構内移動）：４月 29 日完了 

   ・Ｎｏ.３、４ろ過水タンク復旧工事（Ｎｏ.４水張試験）：４月 23 日完了＊

 

○平成 20 年５月９日から５月 15 日までに点検および復旧を開始するもの 

・１号機 主変圧器点検（構内移動準備）：５月９日開始 

・３号機 主変圧器点検（工場搬出準備）：５月 12 日開始 

・３号機 主発電機点検（回転子搬出）：５月 15 日開始 

・４号機 排気筒点検（上部詳細点検）：５月８日開始＊

・６号機 タービン点検（高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検）：５月 12 日開始  

・６号機 主変圧器点検（搬入、据付作業）：４月 30 日開始＊

・変圧器防油堤現場調査・点検・復旧（３号機漏油土壌回収作業）：５月９日開始 

・構内外道路・法面等復旧・補強作業（補強準備工事）：４月 30 日開始＊

・屋外消火栓配管地上化・防火水槽新設他（荒浜側配管地上化）：４月 28 日開始＊

＊今週追加したもの 

 

○平成 20 年５月４日から５月 31 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 



２．新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 20 年４月 24 日から５月７日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 20 年４月 24 日～５月７日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（９件） 
Ⅲ ０件（９件） 

 

＜平成 20 年４月 24 日～５月７日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 
○その他 

・７号機 低圧タービン（Ｂ）（Ｃ）第 14 段（タービン側）において、動翼２枚のフォ

ーク部の一部に折損を確認し、原因調査および詳細点検を継続しております。 

（平成 20 年３月４日、13 日、19 日、27 日、４月３日、10 日、17 日お知らせ済み） 

動翼フォーク部が第 14 段と同様の構造である低圧タービン（Ｂ）第 15 段（各 126 枚）、

第 16 段（各 130 枚）の動翼フォーク部（全 512 枚）について外観目視点検を実施した

結果、折損などの異常は確認されませんでした。 

また、低圧タービン（Ｂ）第 16 段の動翼フォーク部（各 130 枚、計 260 枚）について

非破壊検査を実施した結果、発電機側の動翼 18 枚、タービン側の動翼 19 枚に指示模

様を確認しました。 

今後、動翼フォーク部の折損および指示模様についての原因調査を継続するとともに、

引き続き、低圧タービン（Ｂ）第 15 段の動翼フォーク部についても非破壊検査を実施

します。 

 
以 上 



新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の主な点検・復旧作業予定（4週間工程）（1／3） 平成20年５月８日

項　　　　目 点検・復旧状況

１号機 原子炉設備関連 燃料・制御棒点検
＊1

２/22制御棒外観点検完了。
２/28，２/29制御棒等貯蔵設備点検完了。
４/16～５/30燃料外観点検予定。＜４/25～５/11作業中断期間＞
４/23～５/30チャンネルボックス外観点検予定。＜４/25～５/11作業中断期間＞

新燃料貯蔵庫・新燃料貯蔵庫内新燃料点検 ５月下旬より点検開始予定。

タービン設備関連 タービン点検
＊2 11/30低圧タービン（Ｂ）内部状況確認完了。

その他設備関連 原子炉複合建屋地下５階水没機器点検 ３/17より本復旧作業開始。＜４/26～５/６作業中断期間＞

主変圧器点検 11/23点検完了。５/９より構内移動準備開始予定。

所内変圧器点検 1A ９/４点検完了。1B 10/12点検完了。５/26より構内移動準備開始予定。

励磁変圧器点検 10/18点検完了。工場搬出時期調整中。

主発電機点検 ２/７より点検開始。３/５回転子引き抜き完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

排気筒点検
４/４より杭基礎点検開始。＜５/１～５/６作業中断期間＞
５月下旬より上部詳細点検開始予定。

主排気ダクト点検・復旧 ９/14外観点検完了。４/９より復旧作業前調査開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞

２号機 原子炉設備関連 圧力抑制室点検 ４/29点検完了。

タービン設備関連 タービン点検
＊2 12/21高圧・低圧タービン（A）内部状況確認完了。

その他設備関連 主変圧器点検 11/28点検完了。４/21より構内移動準備開始。５/６構内移動実施。

所内変圧器点検 2A，2B ３/24～４/３および４/７より工場搬出準備開始。５/17工場搬出予定。

励磁変圧器点検 12/６点検完了。３/31～４/８および４/21より構内移動準備開始。５/16構内移動予定。

主発電機点検 ３/19より点検開始。４/９回転子引き抜き完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

主排気ダクト点検・復旧 10/５外観点検完了。４/９より復旧作業前調査開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞

３号機 原子炉設備関連 圧力抑制室点検 ３/31～５/23点検予定。＜５/１～５/６作業中断期間＞

原子炉再循環系配管維持基準適用箇所点検 ５/２詳細調査準備完了。４/15より配管切り出し開始。

５/７より詳細調査開始。

タービン設備関連 タービン点検
＊2 ５/７より低圧タービン（B)（C)詳細点検開始。

その他設備関連 主変圧器点検 10/26点検完了。10/18～11/26および５/12より工場搬出準備開始予定。工場搬出時期調整中。

所内変圧器点検
3B ９/20搬出済。
3A 10/22点検完了。３/12工場搬出準備完了。５/17工場搬出予定。

励磁変圧器点検 ４/２工場搬出完了。

主発電機点検 ２/20より点検開始。５/15回転子搬出（水切り）予定。＜５/３～５/６作業中断期間＞

排気筒点検
３/28より杭基礎点検開始。＜５/１～５/６作業中断期間＞
６月上旬より上部詳細点検開始予定。

主排気ダクト点検・復旧 ９/14外観点検完了。４/１より復旧作業前調査開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞

４号機 原子炉設備関連 燃料・制御棒点検
＊1

３/21～３/27および６/16より燃料外観点検予定。
４/21チャンネルボックス外観点検完了。
４/21制御棒外観点検完了。

タービン設備関連 タービン点検
＊2 12/14高圧・低圧タービン（Ａ）内部状況確認完了。

その他設備関連 主変圧器点検 12/13点検完了。12/14～12/27工場搬出準備実施。工場搬出時期調整中。

所内変圧器点検 4A，4B点検開始時期調整中。

励磁変圧器点検 点検開始時期調整中。

主発電機点検 １/15より点検開始。２/14回転子引き抜き完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

排気筒点検
５/８より上部詳細点検開始予定。
６月中旬より杭基礎点検開始予定。

主排気ダクト点検・復旧 10/５外観点検完了。５/26より復旧作業前調査開始予定。

５月18日（日）～５月24日（土） ５月25日（日）～５月31日（土）５月11日（日）～５月17日（土）５月４日（日）～５月10日（土）

【点検・復旧状況】
◆平成20年５月４日（日）～平成20年５月31日（土）

設備

別紙

準備

点検



新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の主な点検・復旧作業予定（4週間工程）（2／3） 平成20年５月８日

項　　　　目 点検・復旧状況５月18日（日）～５月24日（土） ５月25日（日）～５月31日（土）５月11日（日）～５月17日（土）５月４日（日）～５月10日（土）

【点検・復旧状況】
◆平成20年５月４日（日）～平成20年５月31日（土）

設備

５号機 原子炉設備関連 ジェットポンプ点検 ２/28 №１取り外し完了。原因調査取りまとめ復旧方針検討中。

圧力抑制室点検 ４/７～５/23点検予定。＜４/29～５/６作業中断期間＞

タービン設備関連 タービン点検
＊2 12/14高圧・低圧タービン（Ａ）内部状況確認完了。

その他設備関連 主変圧器点検 11/29点検完了。11/30～12/25工場搬出準備実施。工場搬出時期調整中。

所内変圧器点検
5B ４/15構内移動完了。（物揚場仮置）　　5A ４/28，４/29構内移動完了。（物揚場仮置）
5A，5B ５/16工場搬出予定。

励磁変圧器点検
３/22工場搬出準備完了。４/28，４/29構内移動完了。（物揚場仮置）
５/16工場搬出予定。

主発電機点検 11/３より点検開始。４/24回転子搬入（水切り）完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

排気筒点検
４/16より上部詳細点検開始。＜５/１～５/６作業中断期間＞
６月上旬より杭基礎点検開始予定。

主排気ダクト点検・復旧 ９/14外観点検完了。４/21より復旧作業前調査開始。＜４/26～５/６作業中断期間＞

６号機 タービン設備関連 タービン点検
＊2 10/25高圧・低圧タービン（Ａ）内部状況確認完了。

５/12より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検開始予定。

その他設備関連 主変圧器点検 ４/30より搬入および据付作業開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞

所内変圧器点検 6A，6B ４/12搬入完了。４/14より据付作業開始。＜４/30～５/６作業中断期間＞

原子炉インターナルポンプ入力変圧器点検 ３/26 全４台搬入完了および据付作業開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞

主発電機点検 ３/10より点検開始。４/３回転子引き抜き完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

50万V電力ケーブル（ＯＦケーブル）点検 ２/９より点検開始。４/12電気試験完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

放水路点検・復旧
10/10放水路水中点検完了。
２/26より放水路内部点検開始。３/10より補修工事開始。＜５/４～５/５作業中断期間＞

排気筒点検
３/19～３/28および６月上旬より上部詳細点検開始予定。
４/７排気筒内部点検完了。

７号機 原子炉設備関連 原子炉ウェル点検
11/15点検および仮補修完了。 (真空引き実施中、５／２～５/６真空引き作業中断期間）
２/26ライニング補修完了。３/14，３/15水張り時漏えい確認完了。

タービン設備関連 タービン点検
＊2 12/１より高圧・低圧タービン（Ａ）（B）（C）詳細点検開始。

４/14より低圧タービン(A)(B)翼復旧開始。（地震により摩耗、接触した翼取替）

その他設備関連 主変圧器点検 ４/10より据付作業開始。＜４/30～５/６作業中断期間＞

所内変圧器点検 7B ３/24より据付作業開始。7A ４/11より据付作業開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞

原子炉インターナルポンプ入力変圧器点検 ３/25 全４台搬入完了および据付作業開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞

主発電機点検 11/２より点検開始。11/20回転子引き抜き完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

50万V電力ケーブル（ＯＦケーブル）点検 １/22より点検開始。３/22電気試験完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

放水路点検・復旧
10/10放水路水中点検完了。
２/26より放水路内部点検開始。３/10より補修工事開始。＜５/４～５/５作業中断期間＞



新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の主な点検・復旧作業予定（4週間工程）（3／3） 平成20年５月８日

項　　　　目 点検・復旧状況５月18日（日）～５月24日（土） ５月25日（日）～５月31日（土）５月11日（日）～５月17日（土）５月４日（日）～５月10日（土）

【点検・復旧状況】
◆平成20年５月４日（日）～平成20年５月31日（土）

設備

№３高起動変圧器点検
４/５内部点検完了。
４/26工場搬出準備完了。５/16工場搬出予定。

変圧器防油堤現場調査・点検・復旧
12/25より７号機復旧工事開始。２/20より７号機基礎補修工事開始。
２/12より３号機復旧準備工事開始。５/９より３号機漏油土壌回収作業開始予定。
＜５/３～５/６作業中断期間＞

所内ボイラ点検
（荒浜側）４/８より１A，２A，２B復旧工事開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞
（大湊側）４A点検中。４B 10/23点検完了。＜４/26～５/６作業中断期間＞

№３，４ろ過水タンク復旧工事 ３/14より№４復旧工事開始。４/23 №４水張試験完了。＜５/３～５/６作業中断期間＞

固体廃棄物貯蔵庫復旧作業 ３/17ドラム缶健全性確認完了。２/６より仮貯蔵庫へ移動開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞

事務本館・情報棟他復旧 事務本館２階，情報棟１階・２階改修工事中。＜５/３～５/６作業中断期間＞

構内外道路・法面等復旧・補強作業 法面復旧10/22完了。構内外道路復旧作業中。４/30より補強準備工事開始。

屋外消火栓配管地上化・防火水槽新設他
３/21より大湊側配管地上化開始。＜５/３～５/６作業中断期間＞
４/28より荒浜側配管地上化開始。

使用済燃料輸送容器点検 ２/５より点検開始。＜５/１～５/11作業中断期間＞

港湾設備復旧工事 ３/17より物揚場復旧工事開始。４/３より護岸補修工事開始。＜５/２～５/６作業中断期間＞

その他

環境施設設備

変圧器（共通）／開閉所

※各設備の点検結果については、まとまり次第お知らせします。

※各項目の点検・復旧作業および実施期間については、状況により
　 変更する場合があります。

※　　　　　　　・・・ゴールデンウィークによる作業中断期間。

＊1　燃料・制御棒点検は水中カメラ、またはファイバースコープにより目視点検を実施しております。
＞「燃料外観点検」　燃料は、代表性を考慮して抜き取ったものを点検する。使用している燃料の種類の違いにより各号機の点検体数が異なる。
＞「チャンネルボックス外観点検」　チャンネルボックスは、点検対象の制御棒に隣接していたものを点検する。１号機の燃料（チャンネルボックス）は地震発生時に全て
　 使用済燃料プールに取り出されていたので、点検対象の燃料に装着されていたものを点検する。
＞「制御棒外観点検」　制御棒は、代表性を考慮して抜き取ったものを点検する。炉心の大きさの違い等により各号機の点検本数が異なる。

＊2　タービン点検作業の進め方は以下のとおり。
　　・全プラントとも「内部状況確認」後、全車室を開放し「詳細点検」を実施。
＞「内部状況確認」では、高圧タービンおよび低圧タービン（Ａ）を開放し、車室、翼等、主要な設備の損傷や有意な変形の有無を目視にて確認。
　 （１号機は、定期検査中で既に高圧タービン、低圧タービン（Ａ）（Ｃ）が開放していたため、未開放の低圧タービン（Ｂ）の確認を実施）
＞「詳細点検」では、通常の本格点検で実施する内容に加え、損傷があった場合には修理を実施。
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